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一つのプログラム単位内に DATA文があり， そのプログラム単位内で使用されている FO
RMAT文に最後の右括弧がなく且つ下記の例のようになってその FORMAT文が終っている
場合，正しい DATA文に対して無関係なダイアグノステイック・メッセージ "209UNLABELED 
COMMON INITIALIZATION" が出力されていましたが，出力しないように修正しました。
（例）
601 FORMAT (1H2, 5 X , I 4,5X, : ERROR: 
、~M、へ＾＾ヘ






101 FORMAT (lH△, FI0.4 
WRITE (3, 20) A, B 






（例） COMMON A (10) 
DATA A/10米 0.0/




BACKSPACE文の実行について， READ文の END指定 (END=n)により制御が移された
後で BACKSPACE文を実行すると動作不確定となったり，また WRITE文に続いて ENDFILE






DO文の使用において (DOn i=m1, m2, m3), パラメタ .ml,m2, m3 として符号付定数を
用いた場合（例： DO 10 I=+l, +10)何のダイアグノスティック・メッセージも出力されず，
あたかも正しいかの如く実行されていましたが（特に負符号を用いた実行については動作不確
定でした）， ダイアグノスティック・メッセージ "144SYNTAX ERROR IN DO STATEMET" 
を出力する様に修正しました。
(5) ブランク・カードの処理について





(6) 不正な SUBROUTINE文， FUNCTION文について
SUBROUTINE文及び FUNCTION文の最後に右括弧以外の特殊文字が用いられた場合，
"UEP B"となっていましたが， ダイアグノスティック・メッセージ "053ILLEGAL SYNTAX 
IN SUBPROGRAM ARGUMENT LIST" を出力するように修正しました。
（例） SUBROUTINE SUB (A, B, 
上記メッセージが出力されます。




ージ "025"name" ILLEGAL ARITHMETIC IF STATEMENT SYNTAX" が出力されたり，
"UEP B" になる場合がありましたが， ダイアグノスティック・メッセージ "170SYNTAX 
ERROR IN LIST OF COMPUTED GO TO STATEMENT" を出力する様に修正しました。
（例）
(i) GO TO (10, 20, 30,), I I I I Iの場合
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メッセージ "025"I I I I,)" ILLEGAL ARITHMETIC IF STATEMENT SYNTAX" 









EQUIVALENCE (A, B), (C, D), (E, F), (F, C, A)と使用した時
ダイアグノスティック・メッセージ "148-EQUIVALENCE ALTERS 
COMMON ALLOCATION "C"" が出力されたり， EQUIVALENCE


















ALOG, ATAN, DSIN, DLOG, DATANの近似公式を作り直し，これにより，展開区間での
相対誤差は次のように改善されました。
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関数名 展開区間 最大相対誤差 改善前の相対誤差 改善の程度
ALOG 15/16 ;:a, X ;:a, 17 /16 5.8Xl0ー1（米米） 10-• -10ー1 0.5-1桁
ATAN IX I ;:a1 /3 1. 5X 10-11 10-•-10 ー11 0.5-1桁
DSIN IXI ;_ 冗 /2 0. 9X 10-2• 10-16 3.5-4桁
DLOG 15/16 ;a X ;a l 7 /16 5. ox 10-20 （米米） 10一17-10-20 1 -3桁
DATAN IXI ;;.1/8(米） 1. 0 X 10-20 10ー14-10-11 3 -6桁
(*) DATANは従来展開区間が IXI ;,;;113でしたが IXI ;a1 /8に狭くしました。
(* *) 0. 99< X < 1. 01の範囲では (X-1)/(X+l)の計算の桁落ちにより相対誤差は





り従来この区間で士 1/ 4 loge 2 -土 3/ 4 loge 2 (士0.173287-士0.25993)で相対誤差 10-11,
土 3/ 4 loge 2 -士 1/ 2 loge 2 (士0.25993-士0.346573)で相対誤差 10-11-10ー16となっ
ていましたが，相対誤差10ー18-10-1• に改善されました。
(3) ALOG, DLOGの修正について




ALOG…… (11 + log 10 I X - 1 I)桁
DLOG…… (21+Iog10 I X-1 I)桁
(4) TANHの修正について
(i) 従来， X=Oの近傍でも TANH(X) = (e 2 x -1) / (e2 x + 1) で計算されていたため，
X与 0のとき e2X- 1の計算で桁落が生じ， IXI~0.1 で精度が約 (10十 log,0 I X I) 
桁程度となっていましたが， IXl~l/8 ならば TANH(X) を多項式近似で計算するよう
にし， X=Oの近傍でも 9.5-10桁の精度が得られるように修正しました。




がV今 0においても (ev-e―V) /2で計算されていたため相対誤差が大きくなっていました。
これを IVl~l/8 では sinh (v) を多項式近似で計算するように修正し， V今 0においても
sinh (v) の精度を 9.5-10桁に保つようにしました。
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(6) SIN, COSの修正について
従来，基本外部関数 SIN (従って SINを使用する基本外部関数 cosも）は，実引数Xの範
囲が， IX/2冗I< 264で使用されていましたが， 232~I X/2冗 I< 264での X- 2 nrrの 計
算において桁落ちが生じ， SIN(COS) では有効数字が殆んど残りませんでした。 この た め 実
引数Xの範囲を IX I~(2 冗） za2に狭くしました。
又，近似公式を改造し，展開区間 IXI~冗/2での最大相対誤差は l.13X10-10, 改善の程
度は 0.5-1桁に改善しました。
なお， X今 nrr(n=土 1' 士 2,……）での SIN, X今 (n+l/2)冗での cosの計算では
(DSIN, DCOSも同じ）， X-n冗， X-(n+l/2)冗の計算で桁落ちが生ずるため，相対誤差
の増加は避けられません。
(7) 上記(1)-(6)の修正により，これらを使用する関数も精度が向上しました。
関数名 修 正 内 容




ATAN2 (*) ATANを使用しますので ATANと同じ精度向上があります。
TANH X=Oの近傍での精度向上，及ぴ 709<Xく1024での誤りの修正(4)。
CSIN 実引数の虚数部=,0における sinh計算の精度向上(5), 及ぴ SIN,
ccos cosを使用しますので修正(6)により 0.5-1桁精度が向上します。
CEXP(米） SIN, COSを使用しますので 0.5-1桁精度が向上します。
CLOG(米） ALOG, ATANを使用しますので o.5-1桁精度が向上します。
また(3)により IXI今 1で精度が向上します。
DSIN 近似公式の改善(1)により 3.5-4桁精度が向上します。






DATAN2 (*) DATANを使用しますので DATANと同じ精度向上があります。
DEXP 1 / 4 Jog e 2 ;a I X I ;a1 / 2 Jog, 2 で 10-1•-10-19 に精度が向上
します。 (2)
(*)これらの関数は，そのサプルーチン自体は変更されていません。
(8) 基本外部関数 CCOS,CSIN, TANHの不正計算について
基本外部関数 CCOS,CSINの計算において引用した複索数型変数の虚数部 vがV<-0.125
















COMMON A,, B, → COMMON A, Bとみなします。
COMMON X(lO)Y → COMMON X(lO), Y とみなします。















NORMAL DIVISION : A =  B / C← (A<:=, B) 


































CoL6 16 21 

























② DSKLABEL及び LABELエントリの第 2オペランドの処理
DTFマクロの DSKLABELエントリ及び LABELエントリの各々の第 2オペランドの区
別を明確にしました。
パラメ 夕 従米の処理 変更後の処理
DSKLABELの LABELの
+65フィールド +29フィールド +65フィ ルド +29フィールド
第 2オペランド 第 2オヘランド
デ 指定なし 指定なし 000000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
イ
ス 指定なし n n n 0 0 0 n n n 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 n n n ク
フ
指定なし OOOmmm 0 0 0 0 0 mmm△△△  0 0 0 0 0 ア mmm  
ィ
OOORRR 0 0 0 0 0 0 0 n n n ル mmm  n n n mmm△△△  
悶
指定なし 指定なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
指定なし n n n 0 0 n n n 0 0 n n n 
↓〇




mmm  n n n OOPPP 0 0 n n n 
（注 1) 表中「+65フィールド」及び「+29フィールド」は DTFによっでジェネレートされたレーベル・
ェクステンション内の相対フィールド位骰であります
r +Gsフィールド・・ 9・・・ボリューム・ ネーム
l +29フィールド……ファイル・シリアル・ナン／ゞ――
（注 2) 第 2オペランドの mmm、 n n nは右づめの処理の違いを明確にするため 3字づつ指定したものと
します。










いない場合， 0 0 0 0をジェネレートする様に変更されました。（従来は 00 0 1 がジェネ
レートされていた）





(3) ワーク・ファイル， マクロ・フ rイルのオーバフロ時のエラー処開について




なお，メッセージも "LAS401……" " LAS41I…・"から "LAS43I WORKFILE 
OVERFLOW ON M W  n(n n) IN X X X X X X X X "を SPRJ: へ出力する様になりました。
(4) H命令について
ソース・プログラムをアセンプル1/に HALT命令が検出され 従来は NOGOスイッチ
をセットしないでその処理を続けていましたが，これを "LAS01 I XXXXXXXXXX 
HAS FATAL ERRORS" のメッセージをコンソールおよび SPRI: に,'I:力し， NOGOスイッ
チをオンにセットして処理を続けるように変更しました。
又， SPR I: にはエラー・フラッグ "R" が印字されます。
(5) TITLEカードの前のカードについて

















許されていないカードがあった場合は "LAS33I INVALID TITLE CARD POSITION" が



















A EQU Xn+ B 
C EQU D+A 
E EQU Xm+A 
29 
(4) フォーマット・エラーの 2進コンスタントのエラー処理について
2進コンスタント#n n B c c…… cにおいて C C…… cの 2進変換後の丈字数がnnよ
り大きい場合，下の n n字分だけが取られますが，この時 n nが 1桁で指定されているとエデ
・フラッグがつきませんでしたが，エラー・フラッグをつけるように修正しました。
(5) フォーマット・エラーの 8進リテラルのエラー処理について
8進リテラル#n n CP Jl, …iを使用した場合， Jl,Jl, …iを格納するのに桁数 n nが足りな
い時，動作不定になる件がありましたが，上記形式の 8進リテラルが使用された場合，フォー








































DA 1 X20, G 
1, 1 A 
1, 1 とみなされます。
③ MIT命令の C3アドレスを省略しても MIT命令自身にはエラー・フラッグがセットさ




(2) 1つのサブプログラム中で SPEND,LTORG, ENDステートメントの合社が 6をこえたとき
のエラー処理の方法が誤っているためストール状態となります。
(3) リカージョンのWI数制限を新たに設け，限度を98[1[とします。なお， "SYMBOL TABLE 
OVERFLOW" とならぬ場合でも，標準サイズ (36K) で処理可能なレーベル数は約1300個以
内です。



































HUM ,n-0・1--・9J VEND 
(6) 単純行先式として（〈行先式〉）を用いることは出来ません。

















(9) 行先式内でエラーが有り， 40 2 6エラー・ナンバ,'J¥力後，行先式の終りの；の所で 23 0 6, 
5 0 0 3エラー・ナンバが出力される。
32-
(10) 4 0 1 9のエラー尋ナンバを出力すべきなのに 14 0 1となる場合があります。
(1) 1 0 0 3のエラー・ナンバを出力すべきなのに 10 0 0となる場合があります。
(12) 4 0 1 3のエラー・ナンバを出力すべきなのに 40 0 9となる場合があります。
(13) 4 0 0 8のエラー・ナンバを出力すべきなのに 14 0 3となる場合があります。
(14) 同一のエラーに対して，出力すべきエラー・ナンバが異なって出力される時がある。
(15) MON$$ EXEQ ALGOL,,, SMカードの後， MON$$カードまたはダミー・カードを置い
た場合， UEPA になります。
(16) 書式の文法チェックが完全になされていない。
(17) 6 0 2 2のエラー・ナンバを出力すべきなのに 60 2 7となる場合があります。
(18) 6 0 2 4のエラー・チェックが完全でない。
(19) 6 2 0 0のエラー・ナンバを出力すべきなのに 10 0 1となる場合があります。
(20) 6 0 0 0のエラー・ナンバを出力後，コンパイラー．の処理が正しく行なわれておらず，途中
で処理が終了してしまいます。
(21) 6 3 1 2のエラー・ナンバを出力すべきなのに 60 1 4となる場合があります。
(2) 6 3 1 4のエラー・ナンバを出力すべきなのに 63 1 3 となる場合があります。
意事項》








1 0 0 REPETITION NUMBER NOT AN INTEGER 
。 DATA文の繰り返し数が整数型定数ではありません。
〔例〕
J 1DIMENSI0N REP (10: 
゜DATA(REP(IJ. I=l, 10)/10. ※ 2.0/ 




： I l LOGICAL L 
゜DATA L / 3. TRUE. / 
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エラ一番号 エラーメッセージ・意味・例
1 0 2 "OPERAND IN CONSTANT LIST NDT A CONSTANT 
o DATA文の定数の並びに定数以外のものがあります。
〔例〕
0DATA Bl, B2/Al, A2/ 
1 0 3 SYNTAX ERROR IN NUMERIC CITNSTANT 
0 数値型定数に文法違反があります。
〔例〕
。DATAB/23 F 0. 2/ 
1 0 4 SYNTAX ERROR IN COMPLEX CONSTANT 
0 複索数型定数に文法違反があります。
1 0 5 REPETITION NUMBER GREATER THAN 100, 000 
。 DATA文の繰り返し数が 100,000 を越えています。
〔例〕
j DIMENSION A(100001) 
゜DATA (A(I), I=l, 100001) / 100001)!(1. 0 / 




o CALL 601 (I, R, D, C, L, S) 
1 0 7 ILLEGAL BRANCH LIST IN ARITHMETIC IF 
o 罪術 IF文の文番号の並びが不正です。
〔例〕
o IF(I) 1. 2 
o IF(R) 1. 2, 3, 4 
1 0 8 H」 LEGALEXPRESSWN SYNTAX 
O 式に文法違反があります。
〔例〕
。 L=A. NOT. B 
o X=A米 (B+R)Y
1 0 9 SUPERFLUOUS= SIGN IN EXPRESSION 
O 式の中にイ~Ill な"="記号があります。
〔例〕
o IF(A=B) GO TO 109 





1 1 1 DATA EXCEEDS 262K OF STORAGE 
I 0 データが 262Kを越えています。
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エラ一番号 I エラーメッ七ージ・意味・例




CDMMDN X, Y 
o l DIMENSIDN Z (4) 
EQUIVALENCE (Y, Z(3)) 





1 1 4 I EQUIV ALEN CE J DINS TWD CDMMDN BLDCKS VIA " $" 
。 EQUIVALENCE文で2つの共通プロックを結んでいます。
〔例〕
CDMMDN /BLK 1 /A, B, C. D 
0 j CDMMDN / BLK 2 /X, Y, Z 
EQUIVALENCE (A、X)





。｛ REAL R 
I=IABS(R) 
1 1 6 : WRONG NUMBER DF ARGUMENTS FDR INTRINSIC FUNCTION 
I o 組み込み関数の,JIJ Iで実引数の個数が正しくありません。
〔例〕
o A =SIN (X, Y) 
o I =WR (J) 
1 1 7 I AT LEAST TWO ARGUMENTS REQUIRED FOR FUNCTW:': "$" 
1 1 8 
。 この関放には少なくとも 2つの実引数が必要です。
〔例〕
0 I =:VIAX O (.J) 
。I=MINO (J) 
"$ , UNDEFINED SUBSCRIPT NAME 
0 未定義な添字があります。
〔冽〕
。JDitv!ENS!UN A (20, 20 l 
l DATA ((A(I、.J)、I=1, 20 J, .J.J= 1, 20) / 400米 1.0 / 
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エラ一番号 エラ メッセージ・意味・例
1 1 9 DATA STATEMENT INITIALIZES DUMMY ARRAY "$" 
。 DATA文で仮引数の配列を使用しています。
〔例〕
FUNCTWN FUN (A, B) 
゜
DIMENSI'ON A (10) 
0米 1o. 0 / 




1 2 2 WARNING: ARRAY ELEMENT OF "$" USED IN STATEMENT 
FUNCTION EXPRESSION… ACCEPTFD 
。文関数の式の中に配列要素があります。
〔例〕
。 FUN(X,Y, Z)=X米Y米 Z米DIM(4)










。 A B米 ((X+Y)
1 2 6 COMMA FOUND EMBEDDED IN EXPRESSION 
O 式の中に"'"'記号があります。
1 2 7 CONSTANT USED DN LEFT SIDE DF ASSIGNMENT STATEMENT 
0 定数が代入文の左辺に使ilされています。
〔例〕
o 1.0 = A 
1 2 8 WARNING: REDUNDANT IMPLICIT TYPE DECLARATION 
o IMPLICIT文に 2直の宣，二tがあります。
〔冽〕
J゚ IIMPLICIT REAL (A) 
IMPLICIT REAL (A) 
1 2 9 WARNING: REDUNDANT TYPE DECLARATION FOR " $" 
O 型宣ぷ文に 2屯の宣占があります。
〔例〕
。｛ COMPLEX C 
COMPLEX C 
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エラ一番号 I エラーメッセージ・慈味• 閲
1 3 O .i ILLEGAL PUNCTUATION OR OPERAND "$" IN TRACE STATE:,,lENT 
1 o TRACE文に文法違反があります。
＇〔例〕
o BEGIN TRACE 4 
o BEGIN TRACE NN (4) 
1 3 1 j CONSTANT EXCEEDS 70 DIGITS 
。定数の長さが 70桁を越えていますe
〔例〕




1 3 2 I CHARACTER STRING OR OCTAL STRING USED IN ILLEGAL CりNTEX丁
。 文字定数あるいは 8進定救がイ汀Eなi所で使）flされています-' ((~ 入文:. CALL文，
理論IF文， DATA文， STDP文， PAUSE文、 FORMAT文以外の両で使il;され
ています）
〔冽〕
o REWIND : 1:




o DATA Al, A2, A3 / 1.0. 2.0 / 
... .. . ..... . ... 




。DATAA4, A5 / 4層 0, 5.0, 6.0/ 
ー、一..ふ
INVALID CONTROL PARA:VlETER IN nIPJ」EDDO 
。 DD形並びの制御変数が正しくありません
〔例〕
I DIMENSION A(lO) 
0'  
l DATA (A(I八 I=LlAl/ 10宋 1.l / 
ー... . .......... 一..... ....、.....
ILLEGAL OPERAND IN VARIABLE LIST 
。 DATA文で変数の並びが1Eしくありませんっ
〔例〕
0 DATA 5/5/ 
UNLABELED COMi¥-lON EXCEEDS 262K 
。 無名共通フロノクの大きさが262Kを越えています。
〔例〕
I DIMENS10N A(8200l、B(8200),E(8200 l, 
o'lF(8200) 






1 3 8 COMMON BLOCK " $" EXCEEDS 262 K 
0 共通プロックの大きさが262Kを越えています。
〔例〕
j DIMENSIDN A(8200), B (8200), £(8200), 
0 1F(8200) 
CDMMDN /BLK/ A、B,E, F 
↑ ↑ 
， カラム 67





1 4 0 "$" IS A DUPLICATE CDMMDN ENTRY DR IS DECLARED IN MDRE 










。 COMMON/BL/A(512, 512) 





。 WRITE(3,4) (DIM (I) I= 1, 1 O) 
1 4 3 , EXPRESSION NESTED TOO DEEPLY 
° 式の屯ねが多すぎます。
1 ,1 4 SYNTAX ERROR IN DO STATEMENT 
o DO文に文法速反がありますn
〔冽〕
o DO 123 I =.J, K/ 
！ 
o DO 123 I =よ K,M, 









1 4 6 ILLEGL NESTING DF DD LDDPS 
o DO文の重ねが正しくありません。
〔例〕
DD 1 11 =J, K 
DO 2 12 =M,N 
゜1 CONTINUE 
2 CONTINUE 
1 4 7 NDN-INTEGER USED AS DD LDDP CDNTROL PARAMETER 
o DO文の制御変数が整数型でありません。
〔例〕 l REAL X, Y, Z 
I o DD 100 X=Y, Z 
1 0 0 CDNTINUE 




i CDMMDN A, B, C, D 
゜EQUIVALENCE (A, C) 




o 11 ICALX (I, J, K)=(I+J)米 K




o IF (AA. EQ. BB) ICALCX (I, J) =I +J 
ヽ (ICALCXが配列として宣言されていないとします）
1 5 1 SYNTAX ERROR IN READ/ WRITE LIST 
0 入出力文の並びに文法述反があります。
〔例〕
o READ (2, 1) A米B
1 5 2 ILLEGAL SYNTAX IN FORMAT STATEMENT 
o FORMAT文に文法述反があります。
〔例〕
0 152 1 FDRMAT (lHl, K 1 O • 3) 
o 1 5 2 2 FORMAT (1H2. 21米F10. 3) 








REPEAT FACTOR IS TOO LARGE 
。F扉 MAT文のCi_複数が大きず
Ud: 大 99までです）
) 154FORMAT(1Hl. 122Fl0.3) 
味・例
AR:'iING: CHARACTER STRING LONGER THAN 133 CHARACTERS 
C FORMAT Xの文字ストリングの長さが 133文字を越えています。
〔例〕
くぅ 1 5 5 F O R M A T ( l H △ . 1 34 H O ・ • • • • • • • • • • • • • • Z ) 
FJELD WIDTH IS GREATER THAN 63 
FORMAT文の欄の輻が 63 を越えていま
o 156 FORMAT (Ill△ ,F64.40) 
- -- - -- -
5 7 . FRACT!O:¥ WIDTH IS GRE八TERTlL¥N 63 
ドORMAT文v)小紋畠；（り皐；］が63を越えてし
［例〕
0 157 FORMAT (HI△ . FlO. 64) 
'------・-----
呂 WAHNJNG: T SPECIFICATION Pl:)SITIOI¥JS OUT OF A 133 CHARACTER 
Bl1FFER 
） ドORMX「文の T変恢(/)欄の紋か 133を越えています。
［例J
) 158 FOR:¥IA丁 (lH△ , Tl40, FlO. 3! 
一・・-・-、-・-------ヽ9 一・・-------・--・---




0 159 FORMAT ! 11—l △、 F 10. 3Jl 
6 0 妥 NUMERIClTE1'11 USED IN且.LEGALFORMAT CONTEXT 
妥 c FOH'.'vlAT文で放字だけの欄叫述［かありま
〔例］
, 160 ドOR:¥!AT(lH△ . 124P: ム10.3) 




,. 161 CO"く'「INUE123 
!SSING DECIMAL POINT IN F, E OR D FOEMAT SPECIFICATWN 
。ドOR1v!AT文の 1八 E、D変換で，．．＇｀かありません cぅ
〔｛列〕
0 162 FORMAT (HI△ , F 20) 
40 
エラ一番号 エラ メッセージ・意味・例
1 6 3 COMPLEX CONSTANT NOT FOLLOWED BY DELIMITER 
o 複索数型定数に続く記述が正しくありません。
〔例〕
o C = (1., 2.) X 




。 164FORMAT (1H△, ((((F 10. 3J)))) 




o 165 FCTRMAT (lH△, 2(F10.3) 
1 6 6 IN R/¥V STATEMENT 
0 人出力文で，ユニット番号として整数型以外が使用されています。
〔例〕
o READ(2.0,1) A 
j! REAL A 
W゚RITE (A) X 
1 6 7 WARNING: NDN-CDMMON DATA IN BLOCK DATA SUBPROGRAM 
o BLDCK DATA副プログラムで共通プロソクを参照しない DATA文があります。
〔例〕
j BLDCK DATA 
。 COMMON/BLK/I, R 
DAT A A, B/2. 2, 4. 4/ 




1 6 9 SYNTAX ERROR li¥i UNCZJNDIT!ONAL GO TO STATE:VIENT 
。無条件 GDTO文：こ文法述Iえがあります、
1 7 0 SYNTAX ERROH l¥ LIST OF COr.JPUTED GO TO STATEMEl¥T 
0 I汁罪形 GOTO文の中の並びに文法述反かあります。
〔例〕
o GO TO (10,100 /J、 I
o GD Tf) (100( 
1 7 1 MISSING COMMA FOLU)WJ;,;G LIST OE CO:vlPUTED GO TD 
0 I汁窮形 GOTO文の中の並びに続く","がありません
〔例〕
o GO TO (10, 100) I 
41 
エラ一番号 エラーメッセ ジ・意味・例




o GO TO (100 , 200), 
lREAL A 
G゚O TO (100, 200), A 




o GO TO (10, 100), K 米 J
0 GO TO (20, 200), I / 
1 7 4 MISSING OR几 LEGALOPERAND BEFORE LIST OF ASSIGNED GO TO 
o 愧lj屯て形 GOTO文で，整数型変数がないかあるいは，正しくありません。
〔例〕
。 GDTD, (10, 100) 
j1 REAL A 
G゚OTDA, (10,100) 
1 7 5 MISSING LIST AND/OR PRECEDING COMMA OF ASSIGNED GO TO 
o 内I]'りて形 GOTO文の中の並びあるいは、その前のコンマのしヽずれかがないか，
あるいはその両方がありません匂
1 7 G FIRST DPERAND OF ASSIGN STATEMENT MISSING OR ILLEGAL 
o ASSJGN文で文番号がないか，あるいは正しくありませんり
1 7 7 MISSING DELIMITER FDLLDWING FIRST'OPERAND C)F ASSIGN 
STATEMENT 
o ASSIGN文で文沿乃の次にあるべき "TO" がありませんぐ）
〔例〕
。 ASSIGN100 T 
1 7 8 SECOND OPERAND OF ASSIGN STATEMENT MISSING OR几 LEGAL
o ASSIGN文で整数型変数がないか，あるいは正しくありません。
〔例〕
¥ REAL A 
゜ASSIGN 100 TO A 
1 7 9 WARNING: EXTRANEDUS INFDRMATION FDLLOWING SECOND 
OPERAND DF ASSIGN STATEMENT 
。 ASSIGN文で整数型変数し続いて余分な情報があります
〔例〕
0 ASSIGN 10 TO K +.J 
c ASSIGN 10 TO K, J 
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エラ一番号 I エラーメッセージ・意味・例
1 8 O I MISSING OR ILLEGAL UNIT DESIGNATOR IN I/0 STATEMENT 
1 8 1 
1 8 2 
1 8 3 






END FILE B 




o REWIND I+l 
o BACKSPACE I米J
。ENDFILE I十J






WARNING: EXTRANEDUS INFDRMATIDN FDLLDWING DISPLAY 
STRING IN STDP DR PAUSE STATEMENT 
o STDP文あるいは PAUSE文の表示文字に続いて余分な情報があります。
〔例〕
o STDP :123: 123 
。PAUSE1-2 
WARNING: DISPLAY STRING TOO LONG IN STOP OR PAUSE 
STATEMENT 




1 8 6 I EXCESS LEFT PARENTHESIS令 OR止 LEGALEND DF FORMAT 
1 8 7 
。 FDRMAT文で左括弧が多すぎるか，あるいは途中で終っています。
〔例〕
。186FORMAT (1H△,  FlO. 3, 3X 
WARNING: EXTRANEOUS INFORMATIDN FDLLDWING OPERAND DF 
UNCDNDITI0NAL GD TD 
。 無条件 GOTD文の後に余分な情報があります。
〔例〕
o GD TD 100 XYZ 
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エラ一番号 エラーメッセージ・意味・例
1 8 8 ILLEGAL STATEMENT TERMINATING A DU LUUP 
o DD文の端末文に許されない文が使用されています。
（許されない文とは， GDTD文，算術 IF文， STDP文， RETURN文，
PAUSE文あるいは DU文，もしくはこれらを含んだ論理IF文です）
〔例〕
。{ DU 1 I =J, K 
1 STOP 
1 8 9 NDN-CDMMDN DATA AND PRDGRAM STRING ARE TDD LARGE 
0 オプジェクトプログラムが大きすぎます。
1 9 0 ILLEGAL SIZE RELATWNSHIP BETWEEN D AND W IN FDRMAT 
SPECIFICATION 
o FDRMAT文で "D" と "W" の関係が正しくありません。
〔例〕
。 190FURMAT (lH△,  FlO. 13) 




o STRING S 
D=S 
1 9 2 LDGICAL VALUE ASSIGNED TD NDN-LDGICAL VARIABLE 
o 論理型の値が非論理型変数に代入されています。
〔例〕
1 9 3 
数に代入されています。
1 9 4 NUMERIC DPERATWN DN NDN -NUMERIC DATA 
o 非数値型データに対する邸術演罪があります。
〔例〕
{ LDGICAL Ll, L2 




1 9 5 [ ILLEGAL EXPDNENTIA TIDN 
1 9 6 
1 9 7 
1 9 8 
1 9 9 
2 0 0 





CDMPLEX Cl, C2 
。{REAL R 
Cl=R米米C2




COMPLEX Cl, C2 
。¥IF(Cl. GT. C2) GO TD 100 
INCDMPATIBLE MIXTURE OF DATA TYPES IN EXPRESSION 
O 式の中でデータ型の不調和な混合演邸があります。
〔例〕
REAL A, B 
。{LOGICAL L 
A=L+B 
NDN -LOGICAL CDNDITIDN FOR LOGICAL IF 
O 論理 IF文に対して非論理型を使用しています。
〔例〕
REAL A, B 
。¥IF (A+B) GO TD 100 
LDGICAL DPERATION DN NDN-LOGICAL DATA 
o 非論理型に対して論理演邸があります。
〔例〕
I REAL Rl, R2 
I 。lIF (Rl. AND. R2) GD TD 100 
i I CDMPLEX DR NDN -NUMERIC ARITHMETIC IF EXPRESSION 
： 。紅術 IF文で，複索数型データあるいは非数値型データが使用されています。
! 〔例〕
。｛ CDMPLEX C 
IF(C) L 2, 3 
ILLEGAL UNIT SPECIFICATIDN IN I/D STATEMENT-SHDULD BE 




o vVRITE (17, LIST) A, B, C 
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エラ番号 エラーメッセージ・意味・例
2 0 2 NO VALUE RETURNED BY THIS FUNCTION 
。この関数副プログラムでは，関数値が定義されません。
（関数名が一度は左辺に現われなければなりません）
2 0 3 ARRAY NAME "$" USED AS A VARIABLE 
o 配列名が変数として使用されています。
〔例〕
。jDIMENSION ARY (10) 
ARY= A+B 
2 0 4 UNDEFINED CDNTRDL VARIABLE " $" 
O 制御変数の値が未定義です。
〔例〕
o DATA (A(I), I=l, J)/10米3.0/
2 0 6 LIMIT OF NESTED DO ST A TEMENTS EXCEEDED 
o DO文の重ねが多すぎます。
（最大63重までです）




c RETURN 123 
2 0 8 ILLEGAL CHARACTER "$" IN NUMERIC CONSTANT 
o 数値型定数に不正な文字があります。
〔例〕
c A =l. 23 $ 5 
。 DATAE/2Fl. 0 / 
2 0 9 UNLABELED CDMMDN INITIALIZATIDN 
o DATA文で，無名共通プロックが使用されています。
〔例〕
¥ COMMON A(lOO) 
゜DATA (A(I), I=l, 100)/100米1.1/ 
2 1 0 SYNTAX ERROR IN DEFINE FILE 
o DEFINE FILE文に文法違反があります。
〔例〕
0 DEFINE FILE 10 (10, 10, E) 




。 DEFINEFILE 17(10, 10, U, I) 
2 1 2 DEFINE FILE FORMAT NOT U, E, L 
o DEFINE FILE文の内式指定がU,E, Lのいづれでもありません。
〔例〕
。DEFINEFILE 1 (10, 10, A, IV) 
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エラ一番号 エラーメッセージ・意味・例
2 1 3 DIRECT ACCESS REC<'.5RD N<'.5. N<'.5N-INTEGER 
。 DIRECTACCESS文のレコード番号が整数型でありません。
〔例〕
{ REAL R 
゜READ (I : R) .A 
i REAL X, Y 
゜WRITE (J: X+ Y) B 
2 1 4 FIND STATEMENT MUST NOT HA VE LIST 
。 FIND文に並びがあります。
〔例〕
o FIND (4: I5)A, B, C 
2 1 5 DUPLICATE DEFINE FILE STATEMENT 
0 DEFINE FILE文で同一ユニット番号に対して 2重の宣言があります。
〔例〕
。｛ DEFINE FILE 16 (10, 10, L, 11) 
DEFINE FILE 16 (10, 10, L, 12) 




。 DEFINEFILE 1 (I, J, U, I) 
2 1 7 VARIABLE IN DEFINE FILE IS NDT INTEGER VARIABLE 
FILE文で記録変数指定が整数型変数でありません。
o DEFINE FILE 1 (10, 10, U, 1) 
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